
※令和６年4月18日実施値。
※平均正答率は、文部科学省結果公表数値（都道府県・指定都市は小数点以下を四捨五入した数値）による。

小学校６年生 平均正答率（％）

国語 算数

浜松市 ６９ ６３

静岡県 ６７ ６２

全国 ６７.７ ６３.４

浜松市教育委員会 学校教育部 教育センター

このような問題が出題されました

中学校３年生 平均正答率（％）

国語 数学

浜松市 ６０ ５６

静岡県 ５９ ５５

全国 ５８.１ ５２.５

令和６年度全国学力・学習状況調査の
調査問題・正答例等 ▷ ▷ ▷

直径２２ｃｍのボールがぴった
り入る箱の体積を求める式を書く。

小学校算数 ３（３）

直径２２ｃｍの球の形をしたボールが
あります。
このボールがぴったり入る立方体の形

をした紙の箱の体積を調べます。

この立方体の形をした紙の箱の体積が
何ｃｍ３かを求める式を書きましょう。

球の求積

「フィルターバブル現象」に関
する話合いを受け、自分ならどの
ような考えを述べるか、条件にし
たがってまとめる。

中学校国語 四１

条件① フィルターバブル現象の特徴につい
て取り上げながら、これからどのよ
うに本を選びたいかを具体的にまと
めること。

条件② 話合いの誰の発言と結び付くのかが
分かるようにまとめること。

話し合うこと

身の回りの形から図形を捉え、体積
を求めるために必要な情報を判断でき
るようになることが大切です。

話合いの話題や展開を捉えながら、
他者の発言と結び付けて自分の考え
をまとめる問題

話合いの流れを捉え、他の人の発言
を踏まえて自分の考えをまとめ、伝え
られるようになることが大切です。

日常生活と関連させて、体積の単位
と、これまでに学習した単位との関係
を考察する問題

３

https://www.nier.go.jp/24chousa/24chousa.htm


子供が興味をもったことを大人
が受け止め、思いを共有し励まし
たり、粘り強く見守ったりするこ
とで、子供の主体性を育んでいき
ましょう。

「課題の解決に向けて、自分で考え、
自分から取り組んでいるかどうか」と、
小学校国語の平均正答率との関係

平日における携帯電話・スマートフォン
やコンピュータの使い方の約束の有無と、
SNSや動画視聴時間との関係（中学校３年生）

※児童・生徒質問調査の各項目に対して、肯定的に答えた児童・生徒の割合

幸せな気持ちに
なることがある

地域や社会をよくする
ために何かしてみたい

人の役に立つ
人間になりたい

小６ ％
(全国 ９５．９％)

中３ ％
(全国 ９５．２％)

約束あり 約束なし

ICT機器を利用する目的や時間
を家庭でお子さんと話し合い、適
切に使う習慣や時間の使い方を自
分で調整できる力を身に付けられ
るようにしていきましょう。

小６ ％
(全国 ９１．７％)

中３ ％
(全国 ８９．８％)

小６ ％
(全国 ８３．５％)

中３ ％
(全国 ７６．１％)

課題解決に向けて、自分で考え、自分
から取り組んでいる子供ほど、正答率が
高い傾向にあります。

※小学校算数、中学校国語・数学も同じ
傾向にあります。

携帯電話・スマートフォンやコンピュー
タの使い方についての約束がない場合、学
習目的ではなく平日４時間以上視聴してい
る割合が高くなっています。

※小学校6年生も同じ傾向にあります。


